
107202-15-1-1 資材費2,359,475円のうち生コンクリート代金 1,254,633円

備　 考

項 2 道路橋梁費 目 2 道路維持費

特定財源の名称・金額

令和４年度
経費の内訳

事務事業に係る経費の詳細

予算科目（歳出区分) 会計 1 一般会計 款 7 土木費

  うち繰越分↓
1,600,000

  うち繰越分↓
 一般財源(e) 3,147,651

  うち繰越分↓
1,254,633

  うち繰越分↓   うち繰越分↓
うち受益者負担

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓   うち繰越分↓
 その他(d)

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓   うち繰越分↓

財
源
内
訳

 国庫支出金(a)
  うち繰越分↓

 県支出金(b)
  うち繰越分↓

 地方債(c)
  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

1,600,000
  うち繰越分↓

0 0 0

３　事業費の推移と評価対象年度経費

令和３年度 令和４年度（評価対象年度） 令和５年度（見込）

事業費【(a)～(e)の合計】 3,147,651
  うち繰越分↓

1,254,633

事務事業の内容
どのような方法・手段で
事務事業を行ったか

　各自治体等から町道等に関する町単独事業（コンクリート舗装等）の要望があった箇所で、なおかつ工
事を地元自治会で実施する場合に原材料（生コンクリート）を町から支給する。これによりコンクリート舗装
工事の費用が原材料費で済むため工事費の削減が可能となる。

事務事業の成果
結果・実績はどうか

　町が業者へ発注するコンクリート舗装工事と比較し、施工の出来栄え等は劣るが大幅な工事費の削減
にはつながる。また、地元の道路を自ら整備することにより、地域住民の道路愛護の意識が向上した。

特記事項

２　事務事業の目的・内容・成果

事務事業の対象
具体的に誰(なに)を

町道・農林道・里道等の利用者 対 象 者 同左

事務事業の目的
どのような状態にしたいのか

　厳しい財政状況の中、地元自治会で対応できるコンクリート舗装については、地元自治会で取り組んで
いただくことにより工事費の削減を図ると同時に各自治会の地元の道路に対する道路愛護の意識を高め
ていただき、地域活動の活性化にもつなげていきたい。

事業継続年数 事業開始年度 不明

分野別施策 ３　道路・交通網の整備 所 属 長 末内 良明

主な施策 ３　町道の整備 電話番号 79-5342

第２次
総合計画体系

政策目標 ５　快適で便利なまち 担当部署 建設課

根拠法令等 道路法

事業実施方法区分

東みよし町 事務事業評価シート 評価年度 令和５年度 事業年度 令和４年度

１　事務事業の概要

事務事業名 町単独事業原材料（生コンクリート）支給事業 整理番号 1310-013

町直営 全部委託 一部委託 補助金等指定管理

5年以内 6年～10年 11年～20年 21年以上


